
世界史研究            組  番  氏名                

本時の目標：ウィーン体制成立の意図をとらえよう。 

ウィーン会議 

（１）ウィーン会議（1814 年～1815年） 

   ・・・フランス革命とナポレオンによる一連の戦争の戦後処理のため、全ヨーロッパの支配者（オ 

スマン帝国を除く）が参加 

議長のオーストリア外相１        が主導 

●フランス革命を経て各国の民衆にどのような変化が起きたのか。 

 

 

 

●ウィーン会議の目的はなんだろうか。 

 

 

 

⇒フランスの外相タレーランが正統主義を主張 

〇正統主義の理念 

 

●会議の原因をつくったフランスでなぜこのような主張が出たのか。 

 

 

 

（２）内容（国ごとに要点を整理して答えなさい。） 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＮＯ７ 

アフリカのイスラーム化 

（１）ナイル川上流地域・・・イスラーム化以前の王国 

 ① ６         ・・・前 8世紀エジプト王朝を滅ぼす⇒アッシリア侵入（前 667年）でナイル川上流へ後退 

    ７            に都をおいた時代：製鉄・商業で繁栄、８          文字使用 

    ⇒４世紀、エチオピアの９          王国により、滅亡 

（２）西アフリカ諸王国 

 ① １０         王国 金を豊富に産出・・・ムスリム商人の１１        と交換 

                  １２            朝の攻撃（1066/1077）による衰退⇒イスラーム化促進 

 ② 13～16世紀に興亡した王国・・・支配階級：イスラーム教徒 

     １３         王国・・・「黄金の国」の呼称：マンサ＝ムーサ王 

     １４         王国・・・西アフリカの隊商都市の大半を支配⇒北アフリカとの交易で繁栄 

 ③ 交易都市１５                 の繁栄・・・内陸アフリカのイスラーム学問の中心地 

（３）アフリカ東岸地域の海港・・・モガデシュを境に南北で 

                    異なる。 

 ① 以北・・・アラビア・イランとの交易 

    以南・・・１６         ・モンバサ・ザンジバル 

         キルワなどの海港都市 

    10世紀以降、ムスリム商人のインド洋交易の拠点 

     ⇒共通語１７         語 

 ② ザンベジ川の南・・・１１世紀頃～１８        王国 

                ⇒インド洋交易で繁栄 

  インド洋交易・・・ 輸出：金・象牙 

             輸入：綿布  ⇒繁栄を物語る遺跡 

                     ・・・１９             

目標の達成度を５段階で評価しよう。    １―――２―――３―――４―――５ 

○感想と疑問点を記述してください。 

 

  

  

  

  

  

〇下記地図に都市名・領土名を記入しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標の達成度を５段階で評価しよう。    １―――２―――３―――４―――５ 

〇本時の感想と疑問点を記述してください。 

 

 

 


